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はじめに

高齢社会の到来、 そ して行政 と市民の協働が必要な

時代 といわれ る昨今、生涯学習 の意味 も変化 をしてい

る*1。 個人の知的能力の向上 とともに、市民 として社会

を作 る能力を獲得 し、社会活動 に参画することを推進す

る取 り組みは、活力 ある地域社会の形成にとって重要な

課題 となっている。今回の調査では、個人レベルの生涯

学習に関する関心や行動か ら、社会参加意識、そ してボ

ランティア活動などに代表される具体的な社会参加 にま

で調査範囲を広げて、熊本県民の生涯学習動向に関する

調査を行 った。

本稿では、漠然 とした学習関心か ら社会活動までの生

涯学習者の幅広い関心 と行動について、「学習関心」を切

り口とした検討 を試みる。まず第1章 では、学習関心に

ついて様々な視点か ら調査結果 をもとに分析 を加 える。

第2章 では、前章で得 られた知見を生か して、生涯学習

意識 と行動をつな ぐ構造のメカニズムについてモデル化

を行う。第3章 では、モデルの評価 と、それか ら考えら

れる生涯学習意識 と行動の構造 について説明を試みる。

分析 に使用するデータは、熊本大学生涯学習教育研究

センター及び熊本県が共同で実施 した 「熊本県の生涯学

習に関する調査」の結果を用いる。データの基本的性質

は以下のとお りである。

抽出標本数: 962

調査対象者: 熊本県内の選挙人名簿記載の20歳以上の

男女

標 本 抽 出: 2003年12月

標本抽出法: 層化2段 無作為抽出

調 査 法: 郵送法

回 収 票: 335票(回 収 率34.8%)

第1章 学習関心

学習関心の階層モデルについて、NHKが 過去 に全国規

模で行 って きた生涯学習調査 などの先行研究 を踏まえ、

生涯学習関心 と行動の構造仮説を設定 し、検討 ・分析 を

行 う*2。 まず、「生涯学習行動」に関する変数は、現在

の行動レベルの変数として捉えることができ、調査デー

タの 「現在の学習活動」から把握で きる。第2に 、意識

レベルで学習に関心を持っているが未だ行動化されてい

ないものを「顕在的学習関心」変数 とし、調査データの「将

来の学習活動」で捉える。第3に 、意識 されていないが

尋ねられると関心があることに気付 く 「潜在的な学習関

心」については、設問の 「関心のある生涯学習講座内容」

に何 らかの選択 を行ったものを参考データとし、これに

より2次 的に作成されたデータを将来の生涯学習活動を

強 く認識はしていないものの潜在的に興味 ・関心 を持っ

ている独立変数として整理を行う*3。

本稿では、この3つ の変数が図1の ように潜在的学習

関心が何 らかの契機により顕在化 した学習関心に変化 し、

さらにその中から学習行動に繋がる。そ してそれらの行

動経験か ら学習成果活用意識が生 まれ、社会参加活動 と

いう行動が引き起こされるとい う、意識と行動のメカニ

ズムを仮定 している。過去の学習経験 は、顕在化 した学

習関心 と密接 な関係性 を持っていると考えられる。もち

ろん、様々な人生経験や行動により学習関心が引き起こ

され、そこから学習行動がお きるという過程 も考える必

要があるが、多様な行動にもとつ く経験を予め独立変数

として投入することは困難であ り、ここでは潜在的な関

心の発生原因については問わないことこととする。
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第1節 学習関心

(1)性別 ・年齢別学習関心

過去 の学習経験、現在の学習活動、将来の学習活動

(顕在的学習関心)、 潜在的学習関心 を性別 ・年齢別及

び性別 ・学歴別に分類 した ものが表1で ある。現在の学

習活動では、男性では70歳 以上、学歴別では大学卒業程

度の者が一番多い。女性では、50歳 代、高校 ・旧制中学

卒業程度が一番多 く見 られる。男女の総合では、40～50

歳代の高校 ・旧制中学卒業者が多い。これ らの層は再度

学 びたいという学習意欲が強 く見られ、今後の生涯学習

の参加者 となってい く層と考えられる。

詳細に見ると、男性の20歳 代 は現在から将来に向かっ

て学習関心が減少 している。仕事が忙 しくなることを予

見 したものであろう。40～50歳 代 は現在の活動は低調で

あるが、将来及び潜在的学習関心は高 く、時間的なゆと

りがで きるなどの環境が整った段階で生涯学習活動 を始

める可能性が高 く、将来の生涯学習者の中心 となってい

く層 と考 えられる。70歳 以上は将来に向かって大 きく学

習関心が減少 してい く。将来の活動に対する限界性の問

題 と思われる。男性の生涯学習者は、多い方か ら70代、

60代 、20代 、50代 の順 となっている。学歴については、

これまでの研究でも学習の関心 と大 きな関係性があるこ

とが指摘 されてきたが、本調査で も学歴が高い方が生涯

学習への関心 も高いという傾向が確認 された。大卒程度

の者は現在の学習活動では一番多 く参加 しているが、将

来及び潜在的学習関心では、逆 に徐々に減少を示 してい

る。高校 ・旧制中学卒程度の者が、現在か ら将来、潜在

的なものへ と学習関心が高 く推移 している。

女性は、20歳 代の現在学習者は男女すべてのなかで最

低 レベルであ り、仕事、家事、育児 と忙 しいことが想像

されるが、将来及び潜在的な学習関心 としては増加傾向

を示 している。50歳 代がいま一番現在の学習活動を行っ

ているが、将来に向かって次第に学習関心は減少を示す。

女性は加齢 とともに学習関心の減少傾向が男性より顕著

に観察 される。学習者の中心は、50代 、40代 、30代 、70

代の順である。学歴別では、高校 ・旧制中学校卒程度が

現在及び将来の学習関心では一番強いが、次第に微減傾

向が見 られる。大卒程度では、現在の学習活動は高 くは

ないが、将来に向かって微増傾向を示 している。

現在の学習者 の職業別の調べでは、男性 は、自由人

(無職)、会社員、事業経営者、その他の順 に多 く、将来

の学習活動 については自由人、会社員、潜在的な関心に

ついては自由人、会社員、公務員、 自営業の順となって

いる。女性 は、現在の学習活動は主婦、パー ト、会社員、

自由人(無 職)、将来及び潜在的学習関心は主婦、会社員、

パー トの順 となっている。全体的な学習関心 をみると、

農業者の学習関心が男女 ともに大変低い。農村の保守性

あるいは生涯学習の機会の少なさなど、何が関係 してい

るのか不 明であるが、過疎が進行す る農山村 において

人々の相互連帯を強める生涯学習が根付いていないこと

は、ソーシャルキャピタル*4の 減少を惹起するものであ

り、コミュニティ機能の維持のためにも今後政策的な配

慮が必要性が増す と考える。

表1学 習関心

過去の学習活動 現在の学習活動 将来の学習活動 潜在的学習関心

はい はい はい あり

列% 列% 列% 列%

性 別

男 性 年 齢

20～29歳 7.3% 18.2% 127% 10D%

30～39歳 17l% 4.5% 7.6% 12.5%

40～49歳 14.6% 9l% 21.5% 2α0%

50～59歳 19.5% 13.6% 2α3% 20.8%

60～69歳 9.8% 227% 20。3% 18.3%

70歳 以上 31.7% 31,8% 177% 18.3%

女 性 年 齢

20～29歳 8,0% 20% 10。4% 10.8%

30～39歳 16l% 17.6% 17.6% 16.9%

40～49歳 27.6% 21.6% 26.4% 21.7%

50～59歳 18.4% 29.4% 21.6% 199%

60～69歳 126% 13.7% 15.2% 17.5%

70歳 以上 17.2% 15.7% 8.8% 13.3%

性 別

男 性 学 歴

中学卒程度 9.8% 9l% Z6% 11.7%

高校 ・旧制高校卒程度 244% 27.3% 34.2% 39。2%

短大 ・専門学校卒程度 14.6% 9.1% 114% 11.7%

大学卒程度 41.5% 54.5% 44.3% 34.2%

大学院修了程度 9.8% 0% 2.5% 3.3%

女 性 学 歴

中学卒程度 10.3% 0% 4.0% ll4%

高校 ・旧制高校卒程度 47l% 54.9% 52.8% 50.0%

短大 ・専門学校卒程度 24l% 31.4% 2&0% 25.3%

大学卒程度 16-1% 9.8% 12.8% 11.4%

大学院修了程度 23% 3.9% 24% 1.8%
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(2)地域別の学習関心

熊本市では現在学習活動 している者が23.2%で あるが、

郡部では21.2%、 熊本市以外の市では17.6%と 、地域差

が見 られる。将来の学習活動についてはさらに格差が拡

大 し、熊本市居住者 は69.6%が 将来学習活動 を希望 して

いるが、他は47%程 度に止まっている。潜在的な学習関

心では3者 とも80数%を 示 してお り、大 きな格差はない。

潜在的な学習関心 に違いが少ない ことか ら、この ような

現在及び将来の学習活動が低調な原因については、熊本

市以外では多様な学習の機会が得に くいといった現実の

生涯学習を行う機会 の問題が、現在の活動及び将来の活

動に関する認識に影響を及ぼしているものと考えられる。

(3)学習意識 と学習関心

現在の学習活動をしている者 と将来の学習活動をした

いと考える者の割合 を、学習関心領域別に整理すると、

表3の ようになる。現在の学習関心が一番多いのは趣味

稽古で27.8%で あ り、これは将来の学習関心で も26.6%

と安定 した関心 を示 している。2番 目に関心の多い教養

では、現在の学習活動 では22.2%で あるが、将来で は

20.3%と 微 減 ・横 ばい、職業 に関する ものでは現在の

5.6%が6.3%へ 、現代的関心、社会 ・国際、ボランティ

ア・NPOは4.2%か ら4.7%へ 、コンピュータ・ITは13.9%

が14.1%と 横ばいである。

学習関心が どの領域 に向かっているかを調べ ると、現

在、将来、及び潜在的な学習関心のすべてで、①趣味稽

古、②教養、③ コンピュータ ・IT、④職業の順 となって

いる。子細に見ると、趣味では28%か ら31%へ と次第に

将来増加が見込 まれるが、教養は横ばい、コンピュータ・

ITは14%か ら16%へ と増加、職業 も6%か ら8%へ と関

心の増加 を示 している。性別で見ると、男性の現在の学

習活動は①教養、② コンピュータ ・IT、③職業であ り、

将来及び潜在的学習関心は①教養、② コンピュータ ・IT、

③趣味稽古である。女性は、現在、将来及び潜在的学習

関心は、①趣味稽古、②教養、③コンピュータ ・IT、④

スポーツ ・レクリエーションである。女性の方が、個人

的な趣味やスポーツ ・レクリエーションなど心地よい環

境、場の過ごし方を、生涯学習活動 として好んでいる傾

向が見られる。

表2地 域別の学習関心

現在の学習活動 将来の学習活動 潜在的学習関心

はい
囎

い い え はい
一

い い ス, あり なし

居住 熊本市
地区

65

23.2%

215

76.8%

183

69.6%

80

30.4%

245

86.6%

38

13.4%

熊本市以外の市
3

17.6%

14

82.4%

7

46.7%

8

53.3%

14

824%

3

17,6%

郡部(町 村)
7

21。2%

26

78-8%

15

46.9%

17

53l%

28

84.8%

5

15。2%

表3学 習関心と学習関心領域

性別

男性 女性

現在の学習活動 将来の学習活動 潜在的学習関心 現在の学習活動 将来の学習活動 潜在的学習関心

はい
鱒

い い ス. はい
一

いい え あり なし はい
陶

い い7し はい
日

い い え あり なし

学習 趣味 ・稽古 2

7.1%

26

929%

16

571%

12

42.9%

27

90.0%

3

10.0%

17

26.6%

47

73,4%

38

644%

21

35.6%

59

90.8%

6

9.2%関心,

領域 家庭生活 0

0%

1

100,0%

0

0%

1

100.0%

1

100.O%

0

0%

1

71%

13

929%

4

364%

7

63。6%

8

5ス1%

6

42,9%

ス ポ ー ツ

レ ク リエ ー シ ョン

2

20.0%

8

80.0%

5

50.0%

5

50.0%

10

100.0%

0

0%

5

45.5%

6

545%

9

81.8%

2

18。2%

10

90.9%

1

9.1%

教養
5

17.9%

23

82l%

22

81.5%

5

18.5%

25

89。3%

3

10!7%

11

314%

24

68.6%

28

84.8%

5

15.2%

34

97l%

1

2.9%

現代的課題 1

20.0%

4

80.0%

3

60.0%

2

40.0%

5

100.0%

0

0%

2

28.6%

5

71.4%

5

71.4%

2

28.6%

7

100.0%

0

0%

社会 ・国際
1

25.0%

3

75.0%

2

66.7%

1

33.3%

4

100,0%

0

0%

2

50.0%

2

50.0%

3

100.0%

0

0%

3

75.0%

1

25.0%

職業
3

25.0%

9

75.0%

5

45.5%

6

54.5%

ll

9L7%

1

8.3%

1

8.3%

11

91.7%

10

83.3%

2

16!7%

11

91!7%

1

8.3%

ボ ラ ンテ ィ ア ・NPO
1

20の%

4

80.0%

2

50.0%

2

50.0%

4

80.0%

1

20.0%

2

25.0%

6

75.0%

4

57l.%

3

429%

7

875%

1

12.5%

コ ン ピ ュー タ ・IT
4

13.3%

26

86.7%

18

60.0%

12

40.0%

26

86.7%

4

13.3%

6

28.6%

15

714%

16

80.0%

4

20.0%

19

90.5%

2

9.5%

その他
2

40D%

3

60.0%

3

60.0%

2

40.0%

4

80.0%

1

20.0%

2

66.7%

1

33.3%

3

100.0%

0

0%

3

100.0%

0

0%
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第2節 学習 目的 と学習 を行う条件

(1)学習 目的

学習 目的における性別 ・年齢別の特徴を見てみると、

表4に 見 られるように男性の場合20～40歳 代は仕事 に役

立てるが30～40%と 第1位 で、50～60歳 代は生活に役立

てるが20～30%、70歳 以上は老化防止が40%で ある。70

歳以上では じめて男性 は仲間づ くりが16%現 れて くる。

女性では、20～40歳 代 は仕事に役立てるが25～29%、

50歳 代は生活 に役立てるが17%、60～70歳 以上は老化防

止が37～56%で ある。仲間づ くりは50代 の女性が14%、

60代が11%い る。

同様に、性年齢別に学習 目的を見ると、表5の ように

整理される。学ぶ楽 しさを一番感 じている世代 は、男性

70歳代以上、女性50歳 代であ り、仕事 に役立てる目的で

学習 している者は、男女 とも40歳代、仲間づ くりでは男

性が70歳 以上、女性が50歳 代、生活に役立てるでは男性

が50歳 代、女性は40歳 代、気分転換暇つぶ しは男性 は50

歳代、女性 は60歳 代をのぞ く30～70歳 代、老化防止目的

は男女 とも70歳 以上、社会問題解決では男性が50～60歳

代、女性では40代 と70歳 以上、体を動かす楽 しさでは男

性が60歳 代、女性が50歳 代であった。

(2)学習方法 と学習関心

学習方法については、表6の ように整理された。男性

の場合、現在学習活動を行っている者 は 「本雑誌を読む」

が一番多 く、将来の学習活動では 「本雑誌を読む」、「新

聞」を読むに次いで 「グループ.サ ークル活動」が上がっ

ている。また、潜在的な学習関心では、①本雑誌を読む、②

新聞、③市町村公民館、④ グループ ・サークル活動、行

政主催の講座、通信教育など多様 な学習手法が上がって

くる。

女性は、現在学習活動を行っている者は①本雑誌を読

む、②グループ ・サークル活動であ り、将来の学習活動

では①本雑誌 を読む、グループ ・サークル活動、③通信

教育、潜在的学習関心では①本雑誌を読む、②新聞 ・テ

レビラジオ、④通信教育である。

女性の場合、男性 よりも多彩な学習方法 を行 っている。

特にグループ ・サークル活動など女性の方がインフオー

マルなコミュニケーシ ョン活動 に繋がる生涯学習活動を

好む点が特徴である。近年男性の退職者の生涯学習への

参入が増加 しているが、男性の場合行政主催講座など個

人レベルで参加 して知的情報を得 るような学習を比較的

多 く選好 している。企業人的ライフスタイルで培われた

コミュニケーシ ョン ・スタイルを、再度地域社会でのコ

表4性 別・年齢別学習目的(そ の1)

学習目的

学ぶ楽 しさ 仕事に役立てる 仲間作り 生活に役立てる気分転換暇っぶし 老化防止 社会問題解決 体を動かす楽しさ その他

度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行%

性別男性 年齢20～29歳 3 2α0% 5 3a3% 1 6.7% 4 2α7% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 2 133%

30～39歳 3 20ρ% 6 4α0% 1 67% 4 267% 0 0% 0 0% 0 0% 1 a7% 0 0%

40～49歳 4 174% 9 39l% 1 4.3% 7 3α4% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 2 &7%

50～59歳 6 23l% 5 192% 1 3.8% 8 3α8% 2 77% 0 0% 1 3.8% 1 38% 2 77%

60～69歳 6 2Z3% 2 9l% 1 4.5% 5 227% 0 0% 4 182% 1 45% 2 91% 1 45%

70歳以上 8 320% 0 0% 4 16.0% 1 40% 1 40% 10 4α0% 0 0% 0 0% 1 40%

女性 年齢20～29歳 4 22.2% 5 278% 3 16.7% 4 222% 1 56% 0 0% 0 0% 1 56% 0 0%

30～39歳 13 464% 8 28.6% 0 0% 3 10.7% 2 71% 0 0% 0 0% 0 0% 2 71%

40～49歳 11 314% 9 257% 3 &6% 6 1Zl% 2 5.7% 2 57% 1 29% 0 0% 1 29%

50～59歳 15 417% 1 2.8% 5 139% 3 83% 2 5.6% 6 16.7% 0 0% 4 11l% 0 0%

60～69歳 7 259% 1 3.7% 3 11l% 4 148% 1 a7% 10 370% 0 0% 1 3.7% 0 0%

70歳以上 5 147% 1 29% 2 5.9% 2 59% 2 5.9% 19 55.9% 1 29% 1 29% 1 29%

表5性 別・年齢別学習目的(そ の2)

学習目的

学ぶ楽 しさ 仕事に役立てる 仲間作り 生活に役立てる気分転換暇っぶし 老化防止 社会問題解決 体を動かす楽しさ その他

度数 列% 度数 列% 度数 列% 度数 列% 度数 列% 度数 列% 度数 列% 度数 列% 度数 列%

性別男性 年齢20～29歳 3 1α0% 5 18-5% 1 11l% 4 1a8% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 2 25.0%

30～39歳 3 10.0% 6 222% 1 11l% 4 13.8% 0 0% 0 0% 0 0% 1 25.0% 0 0%

40～49歳 4 13.3% 9 33.3% 1 11l% 7 241% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 2 25.0%

50～59歳 6 20D% 5 185% 1 11l% 8 2Z6% 2 66.7% 0 0% 1 50ρ% 1 250% 2 25り%

60～69歳 6 20D% 2 74% 1 11l% 5 17.2% 0 0% 4 28.6% 1 5α0% 2 5α0% 1 125%

70歳以上 8 267% 0 0% 4 444% 1 34% 1 3a3% 10 714% 0 0% 0 0% 1 125%

女性 年齢20～29歳 4 7.3% 5 2α0% 3 1&8% 4 182% 1 1α0% 0 0% 0 0% 1 143% 0 0%

30～39歳 13 2a6% 8 32.0% 0 0% 3 136% 2 20.0% 0 0% 0 0% 0 0% 2 5α0%

40～49歳 11 20D% 9 3ao% 3 1&8% 6 2Z3% 2 2α0% 2 54% 1 5α0% 0 0% 1 25.0%

50～59歳 15 273% 1 40% 5 31-3% 3 13β% 2 20.0% 6 1a2% 0 0% 4 571% 0 0%

60～69歳 7 127% 1 40% 3 1&8% 4 182% 1 10.0% 10 2ZO% 0 0% 1 14.3% 0 0%

70歳以上 5 9l% 1 4.0% 2 125% 2 91% 2 2α0% 19 51.4% 1 50.0% 1 1生3% 1 25D%
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ミュニケーション.モ ー ドに戻すにはリハ ビリ期間が必

要であると考えられる。今後団塊の世代 の大量の生涯学

習への参入が見込 まれることから、性差に配慮 した講座

の在 り方 を考えることも必要 となろう。

学ぶことを好むかどうかとい う学習意識 と学習関心 に

は、表7に 見 られるように比較的強い相 関が確認できる。

過去から現在へ0.318、 将来から潜在的学習関心へ0.368

であり、過去から将来へは0.449と なっている。表8は 性

別にその関係性を調べたものであるが、学習意識がなけ

れば現在の行動、将来の活動、潜在的な関心が生 じない

ことが、この表からも明らかになっている。

表6学 習方法

性別

男性
一

女性

現在の学習活動 将来の学習活動 潜在的学習関心 現在の学習活動 将来の学習活動 潜在的学習関心

はい
一

い い え はい
陶

い い え あり なし はい
駒

いい λ はい
噛

い い ヲL あり なし

学習 本 ・雑誌を読む

方法

11

15!%

62

849%

49

69.0%

22

31。0%

67

91.8%

6

8.2%

14

18.7%

61

81.3%

50

73.5%

18

26.5%

71

93.4%
5
6.6%

新聞
2

8.3%

22

91,7%

7

30.4%

16

69.6%

21

84。0%

4

16.0%

5

23,8%

16

76.2%

10

55.6%

8

44.4%

15

71.4%
6

2&5%

テ レビ ・ラジ オ
0

0%

4

100.0%

1

25.0%

3

75.0%

2

50.0%

2

50,0%

4

20.0%

16

80.0%

8

42l%

11

57.9%

15

75.0%
5

25D%

テープ ・ビデオ教材
2

100.0%

0

0%

2

100.0%

0

0%

1

50.0%

1

50ゆ%

0

0%

1

100.0%

1

10α0%

0

0%

1

100.0%
0
0%

通信教育 2

40.0%

3

60.0%

4

80.0%

1

20.0%

5

100.0%

0

0%

3

25.0%

9

75.0%

12

100.0%

0

0%

12

100の%

0
0%

グループ

サークル活動

2

40.0%

3

60.0%

5

100。0%

0

0%

5

100.0%

0

0%

10

55.6%

8

44.4%

13

81.3%

3

18.8%

16

88.9%

芽
11l%

個人教授 ・塾
0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

4

57l%

3

42.9%
6

100.0%

0

0%

7

100.0%
0
0%

市町村公民館
1

20n%

4

80.0%

3

60.0%

2

40。0%

6

100-0%

0

0%

4

364%

7

63.6%

6

54.5%
5

45.5%

10

90.9%
1
91%

民 間カル チャーセ ンター
1

10α0%

0

0%

1

10α0%

0

0%

1

100.0%

0

0%

3

37.5%

5

62.5%

8

100.0%

0

0%

8

100.0%

0

0%

行政主催の講座
1

20.0%

4

80.0%

1

20.0%

4

80.0%

5

100.0%

0

0%

2

100D%

0

0%

2

10α0%

0

0%

2

100.0%
0
0%

大学の公開講座 0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

1

100.0%

l

lOO.0%

0

0%

1

100.0%

0

0%

職業訓練校
0

0%

2

100.0%

2

100.0%

0

0%

2

100.0%

0

0%

0

0%

0

100%

0

100%

0

0%

0

0%

0

0%

放送大学
0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%
0
0%

大学 ・大学院で学習
0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%

0

0%
0
0%

表7学 習意識と学習関心 相関係数

過去の学習活動 現在の学習活動 将来の学習活動 潜在的学習関心

Spearmanの ロー 相 関 係 数 1noO .318** .449** .200**

過去の学習活動 有意確率(両 側) .000 noO DOl
N 254 254 243 254

相関係数 318** 1つ00 312** 137*

現在の学習活動 有意確率(両 側) つ00 .000 つ13

N 254 332 312 332

相関係数 .449** 312** 1noO 368**

将来の学習活動 有意確率(両 側) .000 noO .000

N 243 312 312 312

相関係数 .200** l37* .368** lPOO

潜在的学習関心 有意確率(両 側) .001 n13 .000

N 254 332 312 335

**相 関 は、1%水 準 で有意 とな ります(両 側)。

*相 関 は、5%水 準 で有意 とな ります(両 側)。
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(3)学習への投資

学習にかかるコス トとして、主に時間 と資金が考えら

れるが、ここではまず資金的なものを考えてみよう。表

9に 見 られるように、学習への支出可能額については、

地域性がみ られ、「熊本市」居住者の生涯学習への支出可

能額 は①5千 円未満、②1万 円未満、③3千 円未満の順

であるが、熊本市以外の 「その他の市」では、①5千 円

未満、②3千 円未満、③千円未満、「町村」では①3千 円

未満、②5千 円未満、③1万 円未満となってお り、その

他の市の居住者が生涯学習への投資が一番少 ない。男女

別では、男性が①5千 円未満、②3千 円未満、③1万 円

未満であるが、女性は①5千 円未満、②1万 円未満、③

3千 円未満の順 となってお り、女性の方が学習に関して

投資意欲が高い。 これ と同 じ傾向は筆者が別に行った調

査か らも観察された*5。

学習関心領域 と投資額の関係性 については、表10の と

お り3千 円未満が一番多いのは、家庭生活、社会・国際、コ

ンピュータ.ITで あ り、5千 円未満ではスポーッ ・レ

クリエーション、教養、現代的課題、職業、ボランティ

ア ・NPO、1万 円未満では趣味稽古、スポーツ ・レクリ

エーション(再 掲)、 コンピュータ ・IT(再 掲)、 その他

となっている。趣味稽古 といったお楽 しみに関するもの、

技術を取得するものなどには高い投資が行われるが、教

養、社会問題 を考えるな どいわゆる講座ものには5千 円

が相場 となっている。

次に、学習方法 と投資額の関係性 を見てみよう(表11

参照)。 生涯学習の方法 として新聞、行政主催の講座 と

いった比較的コス トのかか らないものを選択 している者

は3千 円が限度 と考えてお り、本雑誌 を読む、テレビ ・

ラジオ、通信教育、市町村公民館、大学の公開講座、職

業訓練校などの生涯学習の機会を選ぶものは5千 円を限

度、通信教育(再 掲)、 グループ・サークル活動、個人教

授 ・塾、職業訓練校などは1万 円未満、テープ ・ビデオ

教材は3万 円以上 となっている。 自己啓発の真剣度に応

じて投資額 も高 くなると考 える。

表8性 別の学習意識 と学習関心

性別

男性 女性

現在の学習活動 将来の学習活動 潜在的学習関心 現在の学習活動 将来の学習活動 潜在的学習関心

はい
一

い い え はい
噛

い い え あり なし はい
一

い い え はい
曽

い い え あり なし

学習 全 く学びたくない

意識

1

33.3%

2

66!7%

0

0%

3

10α0%

3

75.0%

1

25ρ%

0

0%

1

100.0%

0

0%

1

100.0%

0

0%

l

lOO.0%

学びたくない
0

0%

7

100n%

0

0%

6

100.0%

2

28.6%

5

71.4%

0

0%

1

100.0%

1

100.0%

0

0%

1

100.0%

0

0%

どち らともいえない
0

0%

37

100.0%

6

17.1%

29

829%

27

73.0%

10

270%

1

3.0%

32

97.0%

5

17.2%

24

82.8%

25

75.8%

8

242%

学びたい
12

16.0%

63

840%

58

79.5%

15

20.5%

72

94.7%

4

5.3%

37

30,6%

84

69.4%

91

80.5%

22

19.5%

ll1

9LO%

11

9.0%

非常に学びたい
9

52.9%

8

47l%

15

88.2%

2

11.8%

16

94.1%

1

5.9%

13

41.9%

18

58l%

28

96.6%

1

3。4%

28

90.3%

3

9.7%

表9地 域 と学習への支出可能額

学習への支出可能額

0円 千円未満 3千 円未満 5千 円未満 1万 円未満 2万 円未満 3万 円未満 3万 円以上

行% 行% 行% 行% 行% 行% 行% 行%

居住 熊本市
地区 熊本市以外の市
郡部(町 村)

3。6%

5.9%

0%

2.9%

17.6%

9.1%

25β%

23.5%

39.4%

32.1%

35.3%

27.3%

28.9%

11.8%

21.2%

5.4%

0%

3.0%

4%

5.9%

0%

ll%

0%

0%

表10学 習関心領域と学習への支出可能額

学習への支出可能額

0円 千円未満 3千 円未満 5千 円未満 1万 円未満 2万 円未満 3万 円未満 3万 円以上

度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行%

学習 趣味 ・稽古 3 3.2% 4 4.3% 23 24.5% 28 29.8% 32 34.0% 2 21% 1 11% 1 1l%

関心 家庭生活 2 13.3% 1 6.7% 6 40.0% 3 20.0% 1 6.7% 2 13.3% 0 0% 0 0%

領 域 スポーッ・レクリエー拍ン 1 4.8% 1 4.8% 5 23.8% 7 33。3% 7 33.3% 0 0% 0 0% 0 0%

教養 0 0% 3 4.7% 12 18.8% 25 39l% 17 26.6% 6 94% 0 0% 1 1.6%

現代的課題 0 0% 1 &3% 3 25.0% 4 33.3% 3 25.0% 1 8.3% 0 0% 0 0%

社会 ・国際 0 0% 0 0% 4 50.0% 1 12.5% 2 25.0% 1 12.5% 0 0% 0 0%

職業 1 4.2% 0 0% 7 29,2% 11 45.8% 3 125% 2 8.3% 0 0% 0 0%

ボランティア・NPO 0 0% 2 16.7% 2 16.7% 5 41,7% 3 25.0% O 0% 0 0% 0 0%

コンピュータ・IT 2 3.9% 1 2.0% 16 31.4% 15 29.4% 16 314% 0 0% 1 2.0% 0 0%

その他 0 0% 0 0% 2 22.2% 2 22.2% 3 33.3% 1 11l% 0 0% 1 11.1%
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表11学 習方法と学習への支出可能額

学習への支出可能額

0円 千円未満 3千 円未満 5千 円未満 1万 円未満 2万 円未満 3万 円未満 3万 円以上

度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行% 度数 行%

学習 本.雑 誌を読む 2 1.3% 3 2D% 41 27.5% 48 32.2% 45 30.2% 7 4.7% 2 1.3% 1 マ%

方法 新聞 2 4.3% 6 13。0% 16 34.8% 13 28.3% 6 13,0% 3 6.5% 0 0% 0 0%

テ レビラジ才 5 20.8% 3 12.5% 5 20,8% 7 29.2% 4 16.7% 0 0 0 0% 0 0%

テープ・ビデオ教材 0 0% 0 0% 1 25.0% 0 0% 0 0% 1
'25
.0% 0 0% 2 5α0%

通信教育 0 0% 1 5.9% 2 ll,8% 7 4L2% 7 41.2% 0 0% 0 0% 0 0%

グループ、サークル活動 0 0% 0 0% 8 348% 4 174% 10 43.5% 1 4.3% 0 0% 0 0%

個 人教授、塾 0 0% 0 0% 2 28.6% 1 14.3% 4 571% 0 0% 0 0% 0 0%

市町村公民館 1 6,3% 0 0% 4 25.0% 6 37.5% 4 25n% 1 6.3% 0 0% 0 0%

民間カルチャーセンター 0 0% 0 0% 3 33.3% 3 33.3% 2 22.2% 1 11.1% 0 0% 0 0%

行政主催の講座 0 0% 0 0% 4 57l% 0 0% 2 28.6% 1 14.3% 0 0% 0 0%

大学の公開講座 0 0% 0 0% 0 0% 1 100.0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

戦業訓練校 0 0% 0 0% 0 0% 1 50.0% 1 50.0% 0 0% 0 0% 0 0%

放送大学 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

大学・大学院で学習 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%

(4)学習活動 と自由時間 ・学習阻害要因

学習活動 と自由時間の関係性について、表12に 見られ

るとお りである。男性については、現在の学習活動を積

極的に行っている者の自由時間は、多い順に①3時 間、

②8時 間以上、③5時 間であり、将来的な学習活動につ

いては①7時 間、②3時 間、③1時 間、潜在的な学習関

心では2～3時 間の自由時間を持 っているものが多かっ

た。自由時間の少ない者 には、現在は忙 しくとも将来は

学習 したいと考えている様子が窺 える。女性は、現在 ・

将来 ・潜在的学習関心では、4時 間及び2時 問の自由時

間を持つ者 の活動が一番多 く見られた。

学習阻害要因については、表13に あるように、男女 と

もに 「機会や場所」、「費用」、「時間」の3つ が大きな障

害となっている。性別では、男性は、現在の学習活動で

は費用 と機会や場所が阻害要因であ り、将来の学習活動

については①時間、②機会や場所、潜在的学習関心では

①時間、②機会や場所である。「何 とな くやる気がな く

なった」が女性の2倍 程度あるのも特徴である。女性は、

現在の学習活動の障害は時間、将来の学習活動 は時間と

機会や場所、潜在的学習関心では時間と費用 となってい

る。介護や育児が阻害となっているという回答が男性の

2倍 あり、固定的性別役割分担意識が根強 く生活に反映

していることが窺える。
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表12学 習活動と自由時間 ・学習阻害要因

性別

男性 女性

現在の学習活動 将来の学習活動 潜在的学習関心 現在の学習活動 将来の学習活動 潜在的学習関心

はい
一

い い え はい
-

い い ス。 あり なし はい
囎

い い え はい
一

い い え あり なし

自由 ほとんどない

時間

0

0%

10

100.0%

4

40.0%

6

60.0%

6

60.0%

4

40.0%
3

21.4%
11

78.6%

10

76.9%

3

23l%

12

85.7%

2

14.3%

数1時 間 ぐらい 1

9.1%

10

90.9%

8

80.0%

2

20.0%

10

90.9%

1

9.1%

4

19.0%

17

81.0%

19

90.5%

2

9.5%

20

95.2%

1

4。8%

2時 間 ぐらい
3

10.7%

25

89.3%

14

53.8%

12

46.2%

25

89.3%

3

10.7%

11

31.4%

24

68.6%

26

81.3%

6

188%

30

85.7%

5

14.3%

3時 間 ぐらい
7

29。2%

17

70.8%

20

83,3%

4

16.7%

24

100.0%

0

0%

5

17.9%

23

82l%

15

57.7%

ll

42.3%

24

85,7%

4

143%

4時 間 ぐらい
0

0%

19

100.0%

10

55.6%

8

44.4%

16

84.2%

3

15.8%
12

38.7%

19

61.3%

22

73.3%

8

26.7%

27

871%

4

12,9%

5時 間 ぐらい
4

19.0%

17

81.0%

10

47.6%

11

524%

17

81.0%

4

19。0%

6

30.0%

14

70.0%

14

77.8%

4

222%

20

100.0%

0

0%

6時 間 ぐらい
1

33.3%

2

66.7%

2

66。7%

1

33.3%

3

100,0%

0

0%

4

30.8%

9

69.2%

9

81.8%

2

18,2%

11

84.6%

2

15,4%

7時 間 ぐらい
1

100.0%
0

0%

1

100.0%

0

0%

1

10α0%

0

0%

2

66.7%

1

33.3%

3

100.0%

0

0%

4

100.0%
0

0%

8時 間以上
5

23.8%

16

76.2%

10

50.0%

工0

50.0%

16

76.2%

5

23.8%
4

17.4%

19

82.6%

'
7

35.0%

13

65.0%

18

78.3%

5

21,7%

学習 費用 6

31.6%

13

684%

9

47.4%

10

52,6%

15

75.0%

5

25.0%
6

194%

25

80,6%

18

62l%

ll

37.9%

29

90.6%

3

94%阻害,

要因 時間 1

2.6%
38

97.4%

25

67.6%

12

324%

38

974%

1

2.6%
18

32l%

38

67.9%

45

81.8%

10

18.2%

51

91.1%

5

8,9%

機会や場所
6

22.2%

21

778%

20

76.9%

6

23l%

27

96.4%

1

3.6%
9

39l%

14

60.9%

20

87。0%

3

13.0%

22

95。7%

1

4.3%

方法がわからない
1

16!7%
5

83.3%

4

66.7%

2

33.3%

6

100.0%

0

0%

3

42.9%

4

571%

4

66.7%

2

33.3%

6

85.7%

1

143%

仲 間がいない
0

0%

2

100。0%

0

0%

2

100.0%

1

50.0%

1

50.0%
0

0%

3

100.0%

1

33.3%

2

66.7%

2

66!7%

1

33.3%

育児
0

0%

2

100,0%

1

50.0%

1

5α0%

2

100P%

0

0%

1

16.7%

5

83.3%

4

66.7%

2

33.3%

6

100.0%

0

0%

介護
0

0%

1

100.0%

0

0%

1

100£1%

1

100.0%

0

0%
0

0%

5

100.0%

2

50.0%

2

50.0%

4

80.0%

1

20.0%

健康上の理由
3

214%

11

78.6%

6

46.2%

7

53.8%

10

71.4%

4

28,6%

4

16.7%

20

83.3%

7

38.9%

11

61.1%

18

75.0%

6

25.0%

家族の協力が得られない
0

0%

1

100,0%

1

100-0%

0

0%

1

100.0%

0

0%
0

0%

3

100.0%

3

100.0%

0

0%

3

100.0%
0

0%

何となくやる気がなくなった
1

14.3%

6

85.7%

4

57.1%

3

42.9%

7

100.0%

0

0%

2

50.0%

2

50.0%

3

75.0%

1

25,0%

4

100.0%

0

0%

障害はない
4

2&6%

10

71。4%

9

64.3%

5

357%

12

85.7%

2

14.3%
5

35.7%

9

64.3%

11

84.6%

2

15.4%

14

100D%

0

0%

表13性 別の学習阻害要因

学習阻害要因

費用 時間
機会や
場所

方法が

わからない

仲間が

いない
育児 介護

健康上の
理由

家族の協力

が得られない

何となくやる気

がなくなった
障害はない

性別男性 度数
行%

女性 度数
行%

20

14.9%

32

18.1%

39

29l%

56

31.6%

28

20.9%

23

13.0%

6

4-5%

7

4.0%

2

1.5%

3

1.7%

2

1.5%

6

3.4%

1

7%

5

2.8%

14

104%

24

13.6%

1

7%

3

1.7%

7

5.2%

4

23%

14

10.4%

14

7.9%

第2章 学習関心モデル

第1章 の分析 を踏 まえ、ここでは学習関心 ・意識が、

どのように学習行動 と結びつ き、さらにはそれがどのよ

うに社会参加活動につながるのかという学習関心 と行動

のメカニズムに関す るのモデル分析を行 う。このモデル

は、意識 されていない潜在的学習関心 と顕在化 している

生涯学習関心、現在の学習行動、学習成果活用意識、そ

して社会参加への意識と行動の連鎖を仮説 として形成さ

れている。上記で使用 したデータを利用 し、図1の パス

モデルにそれを投入 し共分散構造分析を行 う。各潜在変

数については、次のとお り関係する観測変数との関係性

を設定 した。

①潜在的学習関心

潜在的な学習関心は生活経験に中から顕在化したり、
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生涯学習意識と行動の構造分析

本 調査 の ように興 味 ある学 習講 座 のメ

ニューを提示することで潜在的な関心 を捉

える。 この 「潜在的関心」変数は、学習関

心講座への選択をした者のデータを再構成

した得た。また、潜在的学習関心の変数には、

知的関心 と強い関係性 を持つと考 えられる

属性の代表 として 「学歴」変数を投入 した。

②顕在的学習関心

第2に 、顕在的な学習関心 については、

「将来の学習活動」及び 「過去の学習活動」

を観測変数として当てる。

③生涯学習行動

第3に 、学習関心意識がどの ように現在

の学習行動に結びついているのかについて、

「生涯学習行動」を、「現在学習」行動 と

「学歴」いう観測変数で捉 える。

④学習成果活用意識

第4に 、生涯学習を行 った後、自己の成

長 と自己実現を追求する過程において、人

は社会 との関わ り、 自己の能力の社会への

還元を求め始めると言われる。また、近年

の生涯学習の中心的テーマ とな りつつある

地域づ くり、 まちづ くりとの関わりにおい

ても、地域住民が自らのコミュニティ形成

に相互学習 による生涯学習成果をどのよう

に生か していけるのか、あるいは行政側か

ら見ればどの ように市民が学習成果 を活用

す ることがで きる機会を充実させてい くか

ということが注 目されるテーマである。 こ

れまで行って きた生涯学習の成果を活用 し

たいか という 「成果活用」 と、生涯学習を

とお して能力が獲得できたかという 「能力

獲得」の観測変数で 「学習成果活用意識」

という潜在変数を説明する。

⑤市民活動

第5に 、学習成果 を活用 したいという意識を持つこと

と、現実の活用 し、行動す ることには大 きなレベルの格

差が横たわっている。学習者が、市民 として社会で活動

することについての認識を 「市民活動」 に関する観測変

数で捉え、さらにこれまでボランティアを経験 したこと

があるかとい う行動への結びつ きを 「ボラ経験」で捉え、

それ らの変数 を 「市民参加」 という潜在変数に関わらせ

ることで、市民活動への行動 と意識の結びつ きを考える。

第3章 モデル分析結果

(D結 果 検 証

本調査 のデータはカテゴリーデータが含まれるため、共分 散

構 造 分 析 にあ た ってADF(AsymptoticallyDistribution

Free)を 基 に最尤法 を用い た推 定 を行 った。計算結果 は、

κ二乗値 が42.394、 自由度23、 確 率水準0.008と な った。

本 モデ ルは標本数が 多く複雑 であることか らκ二乗 値による

検証 は行わない。モデ ルの適 合を表す指標 は、IFIDelta2

=0 .946、CFI=0.942、RMSEA=0.050、AIC=104.314

とな ってお り、 このモデ ル 自体 は一 定の適合性が認 め ら

れる。

(2)考察

「潜在的学習関心」については、学ぶということについ

ての 「潜在的関心」 と 「学歴」を観測変数として投入し

たところ、潜在的関心変数の0.51、学歴のパス係数が0.43

とな り、潜在的学習関心に占める学歴の比重が大 きいこ
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とを示 している。学歴の代わりに他の年齢等の属性変数

も投入 し比較 を行ったが、モデルが成立 しない もの、あ

るいは適合度指標が下が るなどの結果 とな り、学歴変数

がモデル全体 として一番良い結果をもたらしている。知

的好奇心の大 きさと学歴は相関していると推測され、潜

在化 した意識 レベルではその ような学習への基本的姿勢

の影響力が大 きいのではないだろうか。

「潜在的学習関心」と 「顕在的学習関心」のパス係数は

0.84で 、顕在的学習関心の71%を 説明している。顕在的

学習関心 には、「将来の学習活動」とあわせて 「過去の学

習活動」を変数 として投入 している。前者 には0.77と 大

きなパス係数が認め られ るが、後者について も59と強い

関係性が確認 された。過去 の学習経験は、将来の学習希

望を支 える役割を持 っているのではないかと考えられる。

現在の 「生涯学習行動」については、「顕在的学習関

心」 との問にはパス係数で0.80と 強い関係が示されてお

り、現在の学習行動の65%を 説明 している。 しかし、現

在の学習活動 とい う観測変数 自体 は生涯学習行動を0.52

でしか説明できない。

次に、現在の 「生涯学習行動」か らさらに 「学習成果

活用意識」の関係性 については0.72と いうパス係数であ

り、 この意識の52%を 説明 している。 このように 「潜…在

的学習関心」か ら 「顕在 的学習関心」、そ して 「生涯学習

行動」へ と少 しずつパス係数が減少 しているが、それぞ

れのフェーズで次のレベルへ移るための閾地が高 く横た

わっていると考えられる。成果 を活用 したいという意識

のパス計数は0.62で 、能力獲得がで きているか という面

では同 じく0.62と なってお り、一定程度の学習成果への

期待が満たされている と考 えられる

学習活動を経験 して、社会 と関わる行動が どのように

関わっているのか という点に関しては、「学習成果活用意

識」から 「市民参加」へのパス係数は0.91と 強 く、市民

参加の83%を 説明 している。生涯学習をとお して、市民

としての自覚が生まれているものと思われる。市民の社

会参加活動が重要であるとい う認識のパス係数は0.49で

ある。 しか し、現実のボランティア経験が どの くらいあ

るか というと、-0.38と ボランティアをしたことがない

者が多 く、市民参加 を行動 に結びつけるには生涯学習の

みならず、更に別の工夫が必要であることが推測される。

おわりに

このモデルが説明していることは、学習関心から行動

までの閾地が次第に増大 してい くこと、また学習成果活

用意識 と市民参加 に強い関係性が認められることといっ

た、きわめて常識的な結論ではあるが、その関係性 を数

値化 して確認することができた。特に学習成果活用意識

が市民参加 と強 く関係 してお り、意識は高いが実際の行

動には結 びついていないことが説明され、そのことに応

えていく制度化の検討が必要 となっていると思われる。

また、潜在的な学習関心を顕在化 させ、それを現実の

学習行動に結びつけるためには、様々な興味、関心、好

奇心を引き出すメニューが提示 されることが有効である

と思われる。第1章 の分析でも見 られたように、機会や

場所が分からない ことが主要な阻害要因の一つであ り、

生涯学習の振興のためには住民に対 し整理され包括性の

ある生涯学習の機会の提示が、生涯学習機関に求められ

ていると考える。

※熊本大学生涯学習教育研究センター 『熊本県の生涯学

習に関する調査』熊本大学、2004年 、37-50頁 で発表

したものを一部修正。
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